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1.咽中災穏を認めない神経性頻尿患者に

対する半夏厚朴湯の1例
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【緒言】咽中条欝を認めない神経性頻尿の患者に対して、

半夏厚朴湯が奏功する症例をしばしば経験する。代表的な

症例を患者の同意を得た上で匠名性を配慮し報告する。

【症例］ 40歳代前半、女性

［初診時主訴］頻尿、不安発作

［家族歴、既往歴］特記なし。

［現病歴J3年前より、動｜季、過呼吸、発汗等を伴う反復性の

不安発作があり、近医にてパニック障害と診断されFluvoxamine

を処方されていたが効果不十分のため中止。尿意にて一日に

20回以上トイレに行く。泌尿器科にて精査を受けるも異常

なし。漢方治療を希望して来院。

［現代医学的所見］身長160cm、体重52kg。血圧119/73rm地。

脈拍96分／分・整。体温36.5℃。血算・血液生化学、尿検査

で異常なし。

［漢方医学的所見］脈候：沈弱。舌候：湿潤、淡紅色。昨大

し歯痕を認め、軽度白苔を被る。腹候：腹力やや軟、腹部

やや膨満。心下宿鞭、勝上惇、心下部振水音を認め、胸脇

苦満、圧痛なし。下肢冷たく、軽度浮腫あり。咽中条鶴、

排尿痛、残尿感、口渇、多飲水なし。

［経過］半夏厚朴湯エキスを試み、 2週間後、尿意のために

日中にトイレに行く回数が一日 3～4固に減少。以後、頻尿

は認めず、不眠、抑うつ気分、易疲労感がみられなくなったO

不安発作は残存するものの軽度になり月 0～ 1回になった。

【考察】半夏厚朴湯の出典の金匿要略では「婦人咽中如有

炎欝，半夏厚朴湯主之」とだけ記載され、適応として咽中

条梼（咽頭部異物感）は古来から重要な所見とされている。

しかし、本症例のように咽中条祷がない例でも、神経症性

頻尿が気滞を示唆する所見のーっと考え同剤を選択した

ところよい結果を得た。咽中条祷が、「ストレスから気滞が

咽頭部に起こり、咽頭の過緊張、咽頭粘膜の過敏状態を

もたらした結果にみられるものjと仮定すると、本症例では、

勝脱においても咽頭部と同様に気滞がありそれが、勝脱の

過緊張、跨脱粘膜の過敏状態をもたらし、頻尿になったと

考えた。

【結語】咽中条欝を認めない神経性頻尿の患者に対して半夏

厚朴湯が奏功する例があることが示唆された。

2.過活動腸脱に対する

牛車腎気丸の治療効果
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［緒言】過活動勝脱に対する治療薬は一般的に抗コリン薬が

主体となりその薬剤も様々なものがある。しかし、過活動

跨脱には合併する病態も複数あり抗コリン薬のみで十分な

治療効果が上げられない症例も決して少なくない。また

副作用により内服続行が困難な症例も見受けられる。今回

そのような過活動腸脱の治療に対し牛車腎気丸を投与し

その効果につき検討を行った。

【対象】過活動跨脱と判断し治療を行った 18症例、平均

年齢73.5歳（男性16例、女性2例）である。合併疾患は

前立腺肥大症 12例、前立腺癌2例、慢性前立腺炎2例、

神経疾患2例であった。初期治療は αブロッカー単独

投与2例、抗コリン薬単独7例、併用 9例。初期治療に

十分な効果が得られなかった症例に牛車腎気丸を3～ 15週

併用投与を行った。効果判定にはOABSSを用いた。

｛結果］著効4例、有効10例、不変4例、悪化0、有効率は

78%であった。初期治療の抗コリン薬の減量可能 3例、

中止可能を 3例に認めた。重篤な副作用は認めなかった。

【結語】過活動勝脱治療に対する牛車腎気丸の投与は症状に

対する治療効果のみならず抗コリン薬の減量にも期待

できる有用な薬剤であると考えられた。


